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利益相反の開示

筆頭発表者名： 村山あずさ

今回の演題に関して開示すべき
利益相反はありません



背景１

3

◆2012年より，学習指導要領の改訂を受けて保健体育の授業の

一環として全ての中学校で医薬品教育が開始された．



背景１
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◆2014年に発表者らの研究グループが,医薬品に関する授業を

受けた自覚について調査した.

→ 中学校の授業の内容が十分ではない可能性

ある
31.0%

ない
19.5%

わからない
48.0%

【Ｑ.医薬品に関する授業を受けたことがあるか?】

岐阜県
高等学校 ３８校

１年生



背景２
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◆好ましい行動を促進するためには，教育によって関連要因に適

切に働きかける必要がある．

◆従来の研究では，目的変数（行動）と説明変数（行動の関連要

因）の関係性の検討には，各種単変量解析や多変量解析等の

統計手法が用いられてきた．

→人の行動が起きるメカニズムは複雑であり，従来の統計手
法では説明変数間の説明に限界があった

◆Pearlが提唱したベイズの定理に基づくベイジアンネットワーク

の手法では，複数の変数間の複雑な因果関係をモデルで表現

することができ，また観測結果に対する様々な状況を確率推論

することで，定量的な原因探索を行うことが可能である．



目的
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◆ベイジアンネットワークの手法により，高校生の医薬品使用

行動に直接的に影響する変数を明らかにする．

◆それら変数が行動に及ぼす影響の大きさを明らかにする．



調査方法
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【対象】

無記名自記入式質問紙調査

【データ収集】

全国の公立高等学校1年生の男女

【倫理的配慮】

本研究は，岐阜薬科大学倫理審査委員会の承認を得て実施した(承認番号30-36)．

【調査実施時期】

2017年5～7月



調査方法
【サンプリング】

全国学校総覧2016年版

各都道府県の公立高等学校

無作為に２～３校

校長の同意が得られた
８３校 １年生全員

本研究の趣旨を説明文書に基づいて説明

解析対象校
８１校

回答数 17,709名

解析対象者
17,437名

（有効回答率 98.46%）

11.7%

11.1%

10.0%

18.7%

12.7%

4.8%

7.3%

17.1%

5.6%

男子
47%

女子
53%

２校 解析から除外
(８月に実施されたので)



質問項目
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【質問紙】 無記名自記入式質問紙

・性別

・体調不良時の対処

・医薬品の使用目的

・医薬品の使用時における相談相手

・医薬品の使用時における注意点

・医薬品の購入・譲り受け・譲渡の経験

・医薬品使用に関する行動および態度

・医薬品に関する用語の認識および知識の理解

・医薬品の授業を受けた自覚とその科目
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10

←性別

←体調不良時の対処

←医薬品の使用目的

←医薬品の使用時における
相談相手

←医薬品の購入の経験

譲り受けの経験

譲渡の経験
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医薬品の使用時における注意点
医薬品使用に関する行動→

医薬品使用に関する態度→

医薬品に関する用語の認識→

医薬品に関する知識の理解→

医薬品の授業を受けた自覚→
医薬品の授業を受けた科目→



ある

(30.8%)

女子男子

ない

(25.6%)

わからない

(43.2%)

無回答(0.4%)

ある

(28.4%)

ない

(24.4%)

わからない

(47.0%)

無回答(0.2%)

Q.学校で医薬品に関する授業を受けたことがありますか？

アンケート集計結果

n=9,232 n=8,205
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医薬品使用に関する行動→

医薬品使用に関する態度→

医薬品に関する用語の認識→

医薬品に関する知識の理解→

回答 ☑ (「はい」) を１点として合計得点を算出

【スコア化】 ．
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医薬品使用に関する行動→

医薬品使用に関する態度→

医薬品に関する用語の認識→

医薬品に関する知識の理解→

回答 ☑ (「はい」) を１点として合計得点を算出

【スコア化】 ．

得点 低群、中群、高群の３群 にカテゴリー化



医薬品に関する授業を受けた自覚と行動および態度，知識との関係

0 1 2 3 4 5 6 0 1 2 3 4 5 6 0 1 2 3 4 5 6 7 80 1 2 3 4 5 6 7

0 1 2 3 4 5 6 0 1 2 3 4 5 6 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 8

医薬品に関する授業を受けた自覚 ■ある ■ない ■わからない

行動 態度 用語の認識 知識の理解

男
子

女
子

スコアの平均値(Max 8) スコアの平均値(Max 6) スコアの平均値(Max 7) スコアの平均値(Max 8)

スコア化の結果



ベイジアンネットワーク解析手順
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本研究の目的：「行動得点」に直接的に影響する変数を明らかにし，その影響の大きさを検討する．

ソフトウェアBayoLink7.1（株式会社NTTデータ数理システム）を使用

①変数間の関係性を視覚化するために医薬品使用行動モデルの構築

(体調不良時の対処を除く全項目を使用)

構築したモデルの検証

②各変数の「行動得点」への影響の大きさを明らかにするための感度分析

③「行動得点」に直接影響する「授業を受けた自覚」と「態度得点」に条件を与えた
推論

④「行動得点」への影響が大きい「態度得点」に直接影響する「授業を受けた自
覚」と「使い方知識得点」に条件を与えた推論



結果 ①医薬品使用行動モデル
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結果 ②行動得点が【高】となる場合における感度分析
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結果 ②行動得点が【高】となる場合における感度分析
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点

知識の理解得点

薬剤師に相談

兄弟姉妹に相談

行動得点

授業を受けた
自覚

結果③「行動得点」に直接影響する「授業を受けた自覚」と「態度得点」
に条件を与えた推論

使い方
知識得点



結果③「行動得点」に直接影響する「授業を受けた自覚」に条件を与え
た推論
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「授業を受けた自覚」について
「ある」、「ない」、「わからない」の条件を与えた

「行動得点」の３つの群の確率は大きく変化しなかった

「授業を受けた自覚」と「行動得点」との関係

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低 行動得点【中】 高

低

低

行動得点【中】

行動得点【中】

高

高

行動得点【低】・【中】・【高】になる確率

条件１ ： 授業を受けた自覚【ある】

条件２ ： 授業を受けた自覚【ない】

条件３ ： 授業を受けた自覚【わからない】
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「態度得点」について「低」、「中」、「高」の条件を与えた

「行動得点」の３つの群の割合は、

態度得点が高いほど行動得点が「中」あるいは「高」となる
確率が高くなる

結果③「行動得点」に直接影響する「態度得点」に条件を与えた推論

0% 20% 40% 60% 80% 100%

条件 １：態度得点【低】

条件２ ：態度得点【中】

条件３ ：態度得点【高】

「態度得点」と「行動得点」との関係

行動得点【低】・【中】・【高】になる確率

低 行動得点【中】

低

低

行動得点【中】

行動得点【中】

高

高
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「授業を受けた自覚」と「態度得点」を組み合わせて条件を与えたところ

態度得点の条件によって
行動得点の各群の確率がより大きく変わる

結果③「行動得点」に直接影響する「授業を受けた自覚」と「態度得点」
に条件を与えた推論

「態度得点」と「授業を受けた自覚」の両方を考慮した場合の「行動得点」との関係

0% 20% 40% 60% 80% 100%

態度得点【低】・授業を受けた自覚【ある】

態度得点【低】・授業を受けた自覚【ない】

態度得点【低】・授業を受けた自覚【わからない】

態度得点【中】・授業を受けた自覚【ある】

態度得点【中】・授業を受けた自覚【ない】

態度得点【中】・授業を受けた自覚【わからない】

態度得点【高】・授業を受けた自覚【ある】

態度得点【高】・授業を受けた自覚【ない】

態度得点【高】・授業を受けた自覚【わからない】

行動得点【低】・【中】・【高】になる確率

条件１：

条件２：

条件３：

条件４：

条件５：

条件６：

条件７：

条件８：

条件９：

低 行動得点【中】 高



結果④「行動得点」への影響が大きい「態度得点」に直接影響する
「授業を受けた自覚」と「使い方知識得点」に条件を与えた推論
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「授業を受けた自覚」について
「ある」、「ない」、「わからない」の条件を与えた

「態度得点」の３つの群の確率は大きく変化しなかった

結果④「行動得点」への影響が大きい「態度得点」に直接影響する
「授業を受けた自覚」に条件を与えた推論
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「授業を受けた自覚」と「態度得点」との関係

態度得点【低】・【中】・【高】になる確率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

条件 １： 授業を受けた自覚【ある】

条件２ ： 授業を受けた自覚【ない】

条件３ ： 授業を受けた自覚【わからない】

低 高

低

低

高

高

態度得点【中】

態度得点【中】

態度得点【中】
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「使い方知識得点」について「低」、「中」、「高」の条件を与えた

「態度得点」の３つの群の割合は、

「使い方知識得点」が高いほど「態度得点」が「中」あるいは
「高」となる確率が高くなる

結果④「行動得点」への影響が大きい「態度得点」に直接影響する
「使い方知識得点」に条件を与えた推論

「使い方知識得点」と「態度得点」との関係

態度得点【低】・【中】・【高】になる確率

条件 １：使い方知識得点【低】

条件 ２：使い方知識得点【中】

条件 ３：使い方知識得点【高】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低 態度得点【中】 高

低

低

態度得点【中】

態度得点【中】

高

高
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「使い方知識得点」 と「授業を受けた自覚」を組み合わせて条件を与えたところ

「使い方知識得点」の条件によって
「態度得点」の各群の確率がより大きく変わる

「使い方知識得点」と「授業を受けた自覚」の両方を考慮した場合の「態度得点」との関係

態度得点【低】・【中】・【高】になる確率

条件１：

条件２：

条件３：

条件４：

条件５：

条件６：

条件７：

条件８：

条件９：

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い方知識得点【低】・授業を受けた自覚【ある】

使い方知識得点【低】・授業を受けた自覚【ない】

使い方知識得点【低】・授業を受けた自覚【わからない】

使い方知識得点【中】・授業を受けた自覚【ある】

使い方知識得点【中】・授業を受けた自覚【ない】

使い方知識得点【中】・授業を受けた自覚【わからない】

使い方知識得点【高】・授業を受けた自覚【ある】

使い方知識得点【高】・授業を受けた自覚【ない】

使い方知識得点【高】・授業を受けた自覚【わからない】 低 態度得点【中】 高

結果④「行動得点」への影響が大きい「態度得点」に直接影響する
「使い方知識得点」と「授業を受けた自覚」に条件を与えた推論



考察１

28

好ましい行動を促進するためには，

態度を変容させることが重要である可能性

◆構築したモデルより，「行動得点」には「態度得点」と

「授業を受けた自覚」が直接的に影響していることが

明らかとなった．

◆感度分析および推論より，「態度得点」が「授業を受

けた自覚」より影響が大きいこと，「態度得点」が高い

ほど「行動得点」が高いことが明らかとなった．



考察２

29

好ましい態度の形成には，

正しい使い方に関する

知識の習得が重要である可能性

◆構築したモデルより，「態度得点」には「使い方知識得

点」と「授業を受けた自覚」が直接的に影響していること

が明らかとなった．

◆推論より，「使い方知識得点」が「授業を受けた自覚」よ

り影響が大きいこと，「使い方知識得点」が高いほど「態

度得点」が高いことが明らかとなった．



結論

30

◆本研究の結果より，知識の習得が好ましい態度の習

得につながり，好ましい態度をもつことが正しい医薬

品使用行動につながる可能性が示唆された．

正しい
医薬品使用行動

好ましい態度
の習得

正しい知識の
習得

◆好ましい態度や正しい知識の習得を促す内容を授

業に取り入れることが、生徒の正しい医薬品使用行

動を促すために重要であると考えられる．



31

◆国内外を問わず，生徒の医薬品使用にかかわる行

動の関連要因に関する研究は少なく，ベイジアンネッ

トワークの手法を用いて検討した研究は現段階では

見当たらない．したがって，本研究の結果の一般化

可能性については今後更なる検証が必要である．

結論
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